
ゲーム開始時と得点計算、チャンスとダブルチャンスについて


●タイルの配布：1人4個ずつ時計回りにタイルを取り、以下の枚数で取り終わる。�各プレイヤーごとの配られる枚数　　�6人　：　各10枚（残った4枚は伏せておく、使用しない）�5人　：　各12枚（残った4枚は伏せておく、使用しない）�4人　：　各16枚�２～３人　：　各16枚（残った枚数は伏せておき使用しない。）�●タイルの強弱：単体のＸ（16）を最強として、次が15であり、以下14、13、12、、、１を最弱とする。�●点数計算：敗者は、手持ちのタイルに応じた点数をマイナスし、勝者の点数にプラスする。点数は累積される。　　 １～５は-５点、６～１０は-１０点、１１～１５は-１５点、 Ｘは-３０点である。�●チャンス：�タイルが配られた際に、勝てると判断した場合は「チャンス」と宣言するとチャンスゲームとなる。�「チャンス」宣言者が上がった場合は、全員が一番負けた人のマイナスと同じ点として計算する。�「チャンス」が宣言されたら、他の人は、上がりを阻止するため協力する。�「チャンス」宣言者が上がれなかった場合は、宣言者は全員の合計をマイナスし、勝者の点数にプラスする。


●ダブルチャンス：�　　自分一人でチャンス宣言者を阻止できると判断したら、「ダブルチャンス」と宣言することができる。�　　宣言者同士二人の勝負となり、他の人は観戦するだけとなる。敗者は、手持ちのタイルに応じた点数の２倍をマイナスし、勝者の点数にプラスする。





ピーパー　早わかり表（プレイ中はこちらの面を参考にしてください）


ピーパーにおける牌の出し方の組み合わせは以下の通り。


（同牌×４×１６種：１＜１５とＸ）


ａ　シングル　１など�ｂ　ぺア　２・２など�ｃ　3枚以上のシークエンス　２・３・４など�ｄ　ペアストレート　同じシークエンス２組　２・２・３・３・４・４


ｅ　ボム　同じ数字3枚　２・２・２など（手番で出せる＿上記ｃやｄを無視して出せる）


　　例：３・３　→　５・５　→　１・１・１（１のボム）�f 　ボム２　同じ数字4枚　５・５・５・５など（手番で出せる＿ボムより小さい数字でも出せる）





■Ｘは単体では１６（最強）の牌、またワイルドとして使用可能。（ボムやボム2には組み込めない。）


●マイン（手番関係なし）　誰かがシングルを場に出した時、同じ数字を2枚持っていたら「マイン」と言ってその数字に付けられます。　●リターン（手番関係なし）　マインで場に同じ数字が3枚でている時に4枚目の同じ数字を「リターン」と言って付けることができます。※「マイン」「リターン」にボムや他の役をつけることはできません。マイン/リターンをしたプレイヤーはそのラウンドを流して次ラウンドのスタートプレイヤーになります。
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